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フィールド５ 教育文化 

次に、フィールド５ 教育文化について、申し上げます。 

まず、公民館では、学びをとおして地域の人々が主体的に自分たちの暮らし

や地域を豊かにしていけるよう支援するとともに、関係する機関・団体をつな

ぎながら、“つどう”“まなぶ”を事業の柱とし、地域の課題解決を目指して

いきます。 

次に、郷土愛を育むため、多喜浜塩田等の地域資源を学ぶ学習機会の提供

や、地域において行われている伝統行事の継承、郷土芸能の保存活動への具体

的な取組に努めてまいります。 

また、市史編さん事業につきましては、市史編さん方針及び刊行計画を審

議・決定するため、「市史編さん審議会」を設置し、市史編さんを進めてまい

ります。 

次に、学校教育につきましては、ＥＳＤ（持続可能な開発のための教育）等

を推進し、国際的な目標である「ＳＤＧs」（持続可能な開発目標）の達成、将

来の社会の担い手である子どもたちの育成に向けて、学校・家庭・地域が連携

して特色ある学校づくりに努めてまいります。 

また、放課後児童クラブを６年生まで拡大し、児童の学習習慣の定着と学力

向上を目指して実施している「放課後まなび塾」につきましては、別子山を除

く全小学校区で実施するとともに、内容の充実を図り、放課後のほか長期休暇

等についても児童が自主的に行う学習をサポートできるよう努めてまいりま

す。 

中学生国際交流事業は、平成３０年度から実施しているコンコーディア大学

での研修を継続するとともに、生きた英語教育の推進として、小中学校に派遣

するＡＬＴを活用するなど、国際理解教育の充実と英語力の向上に努めてまい

ります。 

また、学校を核とした地域力強化のための様々な取組を実施し、コミュニ

ティスクールの導入に合わせて地域と学校の協働を推進してまいります。 

不登校、問題行動等の対応につきましては、あすなろ教室での活動や、ス

クールソーシャルワーカーを配置し、関係機関との連携を深めるとともに、小

中学校におけるスクールカウンセラー、ハートなんでも相談員の相談活動の充

実に努めてまいります。 

次に、教育環境につきましては、できるだけ早期に全小中学校の普通教室、
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特別教室にエアコンを整備するとともに、統合型校務支援システムの導入を図

り、教員が子どもと向き合う時間の確保に努めます。 

また、小中学校の体育館につきましては、避難所に指定されており、地域か

らの要望も強いことから、体育館トイレの洋式化を実施いたします。 

次に、学校給食につきましては、学校給食施設整備基本計画に基づき、（仮

称）東部学校給食センターの建設に向けて、用地選定や実施設計等を進めてま

いります。また、多子世帯の経済的負担の軽減を図るため、学校給食多子世帯

支援事業を実施してまいります。 

次に、特別支援教育につきましては、障がいや発達に課題のある子どもが将

来を見据え自立していくことができるよう、早期発見、早期支援、一貫した支

援に努め、インクルーシブ教育システムの構築に向け、学校生活介助員等の適

切な配置等、合理的配慮に努めてまいります。 

次に、芸術文化の振興につきましては、あかがねミュージアムにおいて、没

後１０年平山郁夫シルクロードコレクション展、ＳＤＧｓをテーマとした子ど

も対象の公募展及び新居浜ゆかりの作家展等を実施するとともに、子どもたち

に本物の芸術文化に直接触れてもらう機会として、プロの芸術家や地域の演奏

家を学校に派遣する体験事業を実施いたします。 

また、新たに国の天然記念物に指定されました「銅山峰のツガザクラ群落」

を含め、文化財保護の普及・啓発を通し、市民の理解と幅広い周知に努めてま

いります。 

次に、スポーツの推進につきましては、５０回という節目を迎えます市民体

育祭については、総合開会式で記念講演を開催するなど、市民に親しんでいた

だくスポーツの祭典となるように取り組んでまいります。 

また、東京オリンピックの事前合宿誘致やサウジアラビアのホストタウンと

して、スポーツのほか、文化、教育、経済などの交流促進が図られるよう努め

るとともに、都市間交流協定を締結いたしました愛知県大府市と、ジュニア世

代のスポーツ交流を進めてまいります。 

さらに、市民体育館において、空調設備の設置やアリーナ床面の改修などを

実施し、市民が安全・快適に施設利用できるようスポーツ環境の整備に努めて

まいりますとともに、総合運動公園構想に基づき、基本計画策定に向けての取

組を進めてまいります。 

次に、近代化産業遺産の保存・活用につきましては、産業遺産のネットワー
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クを構築するための拠点整備として、旧端出場水力発電所の保存活用計画に基

づき、耐震補強等の整備を進めるほか、山田社宅群につきましても、今後の整

備や文化財化について、文化庁及び県と協議を進めます。 

また、広瀬歴史記念館において企画展を開催するとともに、国指定重要文化

財旧広瀬家住宅と名勝旧広瀬氏庭園のＰＲと保存活用に努めてまいります。 

 


